
■高性能住宅のエアコンの選び方

エアコン性能の基準畳数設定は、1964年に制定され、当時の無断熱住宅を基準に設定されています。

高断熱住宅には、過剰スペックになり、製品代の無駄や、電気代のロスになることがあります。
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※６地域の基準数値
東海地区(山間部を除く）

Ua値が小さい（断熱性能が高い）と「夏は涼しく、

冬は暖かく」過ごせる家になります。また冷暖房効率

が上がり、光熱費を削減できるため、地球環境にも、

エコな暮らしが実現します。

激寒

※Ua値は各邸ごとプランに応じて計算

しています。プランや窓の配置により

数値は異なります。


